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研究背景

CO₂透過度試験

建築外装仕上材の中性化抑制効果に関する
基礎的研究

表面ひび割れ測定
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アクリルシリコン材

水酸化カルシウム

飽和臭化ナトリウム水溶液

ブチル付き
アルミテープ

約75mm×150mm

鉄筋コンクリート造建築物の中性化による劣化
↓

鉄筋膨張やひび割れ・剝離を誘発するため、
対策が必須

【効果】
①材料の保護
②美観保持
③機能性の付与

【試験体】
上塗り：4種類

主材：7種類

下塗り：3種類

仕上材：7種類

無塗布：1種類
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上塗り
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主材
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仕上材
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二酸化炭素透過度(主材)[mol/(m²・24h)]
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ひび割れグレード

上塗り 主材 仕上材

No.14(破れ)

No.5(剝がれ)

JASS5や既往研究等で検討
がなされているものの、

構成材料単体での検討を
行った研究が少ないため

データ収集およびその評価・
検討を行った。

仕上材の塗布

本研究では濾紙を使用

①促進耐候性試験

➢ 実環境下を想定した劣化試験

➢ 促進1時間≒実環境下1日

➢ 0，1000，3000，5000時間の4パターン

②CO₂透過度試験

CO₂を透過させる

試験器を20℃，60％R.H.，CO₂濃度5％に静置

反応後，取り出して中和滴定を実施

二酸化炭素透過度[mol/(m²・24h)]を算出

測定結果

試験体表面のひび割れ状況を
4段階のグレードに分類し、材料ごと

の傾向と二酸化炭素透過度の関係
性を考察する。

参考基準

測定結果

まとめ

➢ 上塗り，仕上材に目立った傾向はない

➢ 主材の一部で二酸化炭素透過度との

相関が確認できた

➢ 下塗りの中性化抑制効果は低い

➢ 上塗りは単体でも高い抑制効果を持つ

➢ 主材は種類によって抑制効果の差が

激しく、仕上材として構成した時にもた

らす影響力が大きいことが確認できた

⚫ 下塗りに中性化抑制効果はほとんど

なく、対して上塗りは経年劣化しても

単体で高い抑制効果を持っている。

⚫ 主材の中性化抑制効果は種類によっ

て大きく異なり、構成材料の中でも仕

上材にもたらす影響が大きい。

⚫ 主材単体においてのみ、表面ひび割

れから中性化抑制効果をある程度推

測することができる。
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